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1. ＡＧＣのサステナビリティ経営



サステナビリティの潮流

©AGC Inc. 4出典：外部情報を元に作成

サステナビリティ関連の国際イニシアティブ

企業へのサステナブルな社会実現への要請が高まる

Business Ambition for 1.5℃
国連グローバル・コンパクト

責任投資原則
（PRI）

女性のためのエンパワーメント原則
（WEPs）

Science Based Target
Initiative

RE100

TCFD Science Based Target 
for Nature

TNFD

◼国家、企業におけるサステナブルな社会実現への取り組みが加速
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ＡＧＣのグループビジョン “Look Beyond”

私たちの使命

私たちの価値観

私たちのスピリット

◆ 革新と卓越 (Innovation & Operational Excellence)
◆ 多様性 (Diversity)
◆ 環境 (Environment)
◆ 誠実 (Integrity)

「易きになじまず難きにつく」

“AGC、いつも世界の大事な一部”
～独自の素材・ソリューションで、
   いつもどこかで世界中の人々の暮らしを支えます～



2030年のありたい姿
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◼社会的価値と経済的価値の両立により成長

独自の素材・ソリューションの提供を通じて

サステナブルな社会の実現に貢献するとともに

継続的に成長・進化する

エクセレントカンパニーでありたい

事業ポートフォリオ変革

経済的価値

安定的に

ROE 10%以上

企業価値向上

サステナビリティ経営の推進

社会的価値

５つの社会的価値
の創出



AGCグループが創出したい社会的価値

7

安全・快適な都市インフラ
の実現への貢献

安心・健康な暮らしの
実現への貢献

健全・安心な社会の
維持への貢献

公正・安全な働く場の
創出への貢献

持続可能な地球環境の
実現への貢献

建築用Low-Eガラス

自動車用UVカットガラス

塩化ビニル樹脂

周辺環境への配慮

地域社会との関係

サプライチェーンの人権 従業員エンゲージメント

職場環境の安全

農業温室ハウス用フィルム

医薬品（中間体・原体）

農薬（中間体・原体） 多様性

資源の有効利用

気候変動問題への対応

◼社会的課題の解決に向け、事業活動を通じた５つの社会的価値を創出      

©AGC Inc.



社会的価値と経済的価値を同時に実現し成長

◼ポートフォリオ変革とサステナビリティ経営の推進により実現

GHG排出量      
30%削減**

GHG排出量売上高原単位   

50%削減

カーボン・ネットゼロ
を目指す

(Scope1+2)

グループガバナンス、人財、研究開発の強化

安心・健康な
暮らしの実現

への貢献

健全・安心な
社会の維持へ

の貢献

公正・安全な
働く場の創出

への貢献

持続可能な地
球環境の実現

への貢献

安全・快適な
都市インフラの
実現への貢献

2023年

GHG関連

非財務資本

創出したい
社会的価値

ROE 安定的に10%以上10%

EBITDA* 4,330億円 4,900億円3,729億円

戦略事業
営業利益

800億円 1,000億円 1,500億円538億円

営業利益 2,300億円 2,500億円 3,000億円2,062億円

D/E比率 0.5以下

社
会
的
価
値

経
済
的
価
値

0.41

* EBITDA＝営業利益＋減価償却費 **Scope１＋２排出量、Scope３排出量（カテゴリ1,10,11,12）における削減目標 8©AGC Inc.



サステナビリティ経営のガバナンス体制

◼ 取締役会の監督の下、サステナビリティ委員会が気候変動問題への対応、

ESGに関する非財務指標の策定等のグループ戦略を策定、進捗管理を実施

©AGC Inc. 9

取締役会

経営会議

サステナビリティ委員会

監督報告

カンパニー/SBU（戦略事業単位）

サステナビリティ委員会 概要

委員長 ：CEO
事務局 ：経営企画本部

サステナビリティ推進部
出席者 ：CFO,CTO,全部門長、

常勤監査役
開催頻度：年4回
機能 ：サステナビリティに関する

意思決定機関



業界リーダーとして環境問題対応をリード

生産から輸送に関わるCO2の排出を極力小さく、
環境貢献製品のご提供を極力大きく

することによって業界リーダーとしての責任を果たしていく

フロート板ガラス

世界 トップシェア
自動車用ガラス

世界トップシェア

車載ディスプレイ用
カバーガラス

世界 No.1

TFT液晶/有機EL用 
ガラス基板

世界 No.2

電子機器用超薄板
ソーダライムガラス

世界 No.1

ETFE樹脂
（フッ素樹脂）

世界 No.1

苛性ソーダ
塩化ビニル樹脂

東南アジア No.1

現場塗装塗料用
フッ素樹脂

世界 No.1

※2022年1月時点当社推定

ＡＧＣのポジション

©AGC Inc. 10
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2. 気候変動問題への取り組み

◼これまでの歩みと体制

◼事業ポートフォリオ変革

◼気候変動のリスクと機会に対応



気候変動問題対応の歩み

©AGC Inc. 12

◼従来から製品開発等を通して環境保全に取り組む

◼2001年に「AGCグループ環境基本方針」を策定、AGCグループとして

持続可能な社会づくりに向けた取り組みを加速

ＡＧＣ本社に環境部を設置                   ー環境に取り組む体制を強化

1993

1992

2002 AGCグループビジョン“Look Beyond”策定 ー「私たちの価値観」に「環境」を明記し、取組みを加速

2010 「AGCグループ社会貢献基本方針」を制定  ー積極的な社会貢献活動を明記

2014 2020年CO26倍削減貢献目標を策定   ー省エネ・創エネ製品を通した削減目標策定

2015 経営方針 AGC plus 策定  ーあらゆるステークホルダーにプラスの価値を提供

2016 長期経営戦略「2025 年のありたい姿」策定ー事業ポートフォリオ変革・サステナビリティ経営を打ち出す

2005 「CSR委員会」を設置  ーサステナビリティ運営に関するガバナンス強化

2001 AGCグループ環境基本方針を策定  ー持続可能な社会づくりへの貢献を明確化

新AGCビジョン21の策定   ー環境保全・省資源等への積極的な取組みを方針に

旭硝子財団による「ブループラネット賞」創設  ー地球環境問題の解決に向け貢献した方を表彰

1971



旭硝子財団 「ブループラネット賞」は 創設30周年

©AGC Inc. 13*当社とは独立した公益財団法人

第24回 受賞者（2015年）

ジェフリー・D・サックス教授

第１回 受賞者（1992年）

真鍋 淑郎博士

**2021年までの実績

◼ 旭硝子財団*は、地球サミットの開催された1992年に「ブループラネット賞」を創設

◼ 地球環境問題の解決に向け著しく貢献した個人または組織(累計60件**)を表彰

◼ いままでに、2021年ノーベル物理学賞を受賞した真鍋淑郎博士(第1回)、

SDGs策定に携わったジェフリー・D・サックス教授(第24回) も受賞



気候変動問題への取り組みを加速

©AGC Inc. 14

●経営企画本部内にSDGs推進部*を設置
サステナビリティ経営を強化

●2021年スタートの長期経営戦略、
中期経営計画策定に向けた検討を開始

●気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）の提言への賛同を決定

●グループのマテリアリティを明確化

●投資案件における炭素コストシミュレーションを導入
●TCFDに沿ったシナリオ分析を開始

●長期経営戦略「2030 年のありたい姿」を策定
 2050年カーボンネットゼロ、2030年までのScope1,2に
おけるGHG排出量削減目標を設定

●サステナビリティ委員会を設置
サステナビリティ経営のガバナンス体制を強化

●CDP A-評価を獲得

●Scope３排出量の削減目標を設定 
●インターナルカーボンプライシングを

グループ全体で本格導入
●SBT認定を申請

気候変動問題への取り組み

*現在のサステナビリティ推進部

◼2018年に経営企画本部内にSDGs推進部*を設置し、気候変動問題への

取り組みを更に加速



カーボン・ネットゼロ目標（2050年）とマイルストーン

2020年

2050年に “カーボン・ネットゼロ” 

事業ポートフォリオ変革

戦略事業の拡大により、排
出量削減を上回るペースで
炭素効率を改善

（Scope 3排出量のうち、カテゴリ1、10、11、12の合計）

◼ GHG排出量 30%削減

◼ GHG排出量売上高原単位 50%削減

◼ GHG排出量 30%削減

（Scope 1+2排出量）

（Scope 1+2排出量／売上高）

Scope１
Scope２

Scope3

2030年 マイルストーン（2019年比）

◼2021年に中長期のGHG削減目標を策定

◼国際的な気候変動イニシアチブであるSBTi*によるSBT認定を申請

15©AGC Inc.*Science Based Targets initiative

（Scope 1+2）



気候変動対応戦略会議

◼グローバルかつ事業横断的に社内部門が連携する「気候変動対応戦略会議」を設置

◼気候変動問題に関する重要な方針・施策等を検討

©AGC Inc. 16

サステナビリティ委員会

【気候変動対応戦略会議での主な議題】

■気候変動対応全般の方針、制度、開示

■自社GHG排出削減への対応
・Scope1-3 GHG排出量実績確認と削減施策

■GHG排出削減への貢献
・製品、技術開発促進の仕組みなど

■リスクマネジメント
・短中期、長期の移行リスク、物理的リスク特定と施策

気候変動対応戦略会議

取締役会

経営企画部門 環境安全品質部門

事業部門

広報部門 知財部門

開発部門調達・物流部門



インターナルカーボンプライシングの導入

◼2022年3月にインターナルカーボンプライシング(ICP)を本格導入

◼GHG排出量削減（Scope1＋2）を促進

©AGC Inc. 17＊投資案件におけるGHG排出量当たりNPVの算定

欧州ガラス事業：先行してICPを導入

全社：炭素コスト
シミュレーション*導入

2020年 2022年2005年

グループ全体での
ICP本格導入

【GHG排出量関連コスト】

■事業投資・GHG排出量削減投資:

6,500円/t-CO2

※欧州排出権取引価格を踏まえ算出。

 毎年適用価格を検証する。

＜ICP本格導入の経緯＞
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2. 気候変動問題への取り組み

◼これまでの歩みと体制

◼事業ポートフォリオ変革

◼気候変動のリスクと機会に対応



事業ポートフォリオ変革の方向性(1)

©AGC Inc. 19

◼両利きの経営の推進により、市況変動に強く、資産効率・成長性・炭素効率の

高い事業ポートフォリオの構築を目指す

市況変動に強い 高い資産効率

高い炭素効率高い成長率



事業ポートフォリオの方向性

事業ポートフォリオ変革の方向性(2)

©AGC Inc. 20

◼炭素効率、資産効率の高い戦略事業を拡大するとともに、コア事業の炭素効率・

資産効率の向上に取り組むことにより、機会獲得とリスク低減をともに実現

*2023年目標をもとに作成 **2020年売上高あたり排出量(実績)をもとに作成 ：コア事業 ：戦略事業

高低

高

低

ROCE*

成長・拡大

10%

20%

30%

炭素効率**

電子部材

ライフサイエンス

フッ素・スペシャリティ

自動車用ガラス
ディスプレイ

建築用ガラス

クロールアルカリ・
ウレタン



1,054

1,524 1,500 1,500 1,500

142

538
800

1,000

1,500

1,196

2,062
2,300

2,500

3,000

2017 '21 '23e '25e '30e

事業ポートフォリオ変革の方向性(3)

©AGC Inc. 21

営業利益構成 推移
（億円） 3,000

◼戦略事業を拡大し、より炭素効率の高い事業ポートフォリオに転換

以上

以上

ライフサイエンス、
エレクトロニクス、
モビリティ

戦略事業

コア事業
建築用ガラス、
自動車用ガラス、
ディスプレイ、
クロールアルカリ・ウレタン、
フッ素・スペシャリティ、
セラミックス



2. 気候変動問題への取り組み

◼これまでの歩みと体制

◼事業ポートフォリオ変革

◼気候変動問題への対応

©AGC Inc. 22



気候変動問題への対応

©AGC Inc. 23

◼ GHG削減への対応とGHG削減への貢献の両面から取り組みを推進

対応
GHG削減への

貢献
GHG削減への



2. 気候変動問題への取り組み

◼これまでの歩みと体制

◼事業ポートフォリオ変革

◼気候変動問題への対応

◼GHG削減への対応

◼GHG削減への貢献

©AGC Inc. 24



世界的な気候変動対応の動き

©AGC Inc. 25

◼ エネルギー起源のCO2排出量削減に向け、各国でエネルギーの低炭素化、

エネルギー消費効率の改善の動きが加速  

◼ 特にエネルギーの低炭素化において、再エネなどを活用した電化が進む見通し

再エネを活用した電

化率が向上

エネルギーの

低炭素化

エネルギー

消費効率の

改善



地域特性を加味しGHG排出量を削減

©AGC Inc. 26*IEAおよびASEAN Power Updates 2021データをもとに作成

電源別発電電力量の構成比*

◼各国における電力源の脱炭素化の動きに応じた最適なGHG削減策を推進

2030年に向けた
地域別のGHG削減方向性

電力のGHG排出係数が低いので、

電化を積極推進

電力のGHG排出係数が高いので、

省エネ施策を加速

欧
米

ア
ジ
ア

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ベルギー

フランス

ドイツ

イタリア

スペイン

チェコ

米国

ブラジル

日本

韓国

中国

タイ

インドネシア

原子力 再生可能エネルギー 化石燃料 その他



GHG排出量とScope毎の内訳 (2021年)

©AGC Inc. 27

◼ 2021年GHG（CO2）排出量はScope 1,2で11,607千t、
Scope 3で11,519千t

調達 製造 販売・物流 使用 廃棄

OUTPUT

SCOPE 1+2

SCOPE 1

SCOPE 2

11,607千t-CO2-e

6,986千t-CO2-e

4,621千t-CO2-e

OUTPUT

SCOPE ３ 11,519千t-CO2-e
（カテゴリ1-15の合計）



Scope1セグメント別内訳

©AGC Inc. 28

◼ Scope1の過半を占める排出源は、ガラス・電子セグメントのフロートガラス溶解窯

化学品セグメントの主な排出源は、自家発電設備

Scope1

電子
⚫ガラス

⚫電子

⚫化学品

⚫その他

3,379千t-CO2-e

623千t-CO2-e

2,961千t-CO2-e

Scope1 合計 6,986千t-CO2-e
2021年

6,986
千t-CO2-e

24千t-CO2-e

(%)

42

48

9

1未満



取り組み実績：
フロートガラス溶解窯におけるCO2排出量削減

©AGC Inc. 29

◼ガラス事業では、これまでも燃焼効率の改善など溶解プロセスにおけるCO2排出量

削減への取組みを実施

◼欧州では、1990年から2019年にかけて、天然ガスへの燃料転換、酸素燃焼など

によりガラス生産1トンあたりCO2排出量を30%削減

1トンあたりのCO2排出量

1990年 2019年

30%削減

・天然ガスへの転換
・酸素燃焼
・その他燃焼効率の向上 など
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◼2030年に向けて、欧米では電化、アジアでは省エネの施策を優先して進める計画
◼2050年に向けては、電化を中心に複数の技術を組み合わせて、目標達成を狙う

2019年

大型窯

(建築・自動車用
ガラス)

中小型窯
(ディスプレイ等)

中長期的な取り組み：
フロートガラス溶解窯におけるGHG排出量削減 技術ロードマップ

欧
米

ア
ジ
ア

ハイブリッド窯の導入・展開

  省エネ技術の導入・展開

電気ブースター*の導入

*通電補助加熱 **アンモニア、水素など

カーボン
   リサイクル、
   カレット
   リサイクル
   技術などの
   活用

クリーン燃料**の実証実験開始、導入・展開
燃料転換
（重油→
天然ガス）

酸素燃焼

       電気溶融窯の実証実験開始、導入・展開

電気ブースター*の導入

電化、
省エネ、
クリーン燃料、
カーボンリサイクル、
カレットリサイクル
などの最適化



Scope2セグメント別内訳

©AGC Inc. 31

◼ Scope2の主な排出源は、化学品セグメントのクロールアルカリ電解設備

電子
電子

Scope2

⚫ ガラス

⚫ 電子

⚫ 化学品

⚫ その他

1,126千t-CO2-e

1,022千t-CO2-e

2,279千t-CO2-e

Scope2 合計 4,621千t-CO2-e2021年

4,621
千t-CO2-e

94千t-CO2-e

(%)

49

27

22

2



2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

M法 D法 IM法

蒸気

一般電力

電解電力

水銀法 隔膜法 IM法
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◼ 1975年、クロールアルカリ電解設備に関して、環境負荷が著しく低い

「イオン交換膜法(IM法)」を開発(世界初)、電力原単位を大幅に削減してきた

◼ イオン交換膜「フレミオン®」の外販を行い、業界の環境負荷低減にも貢献

電解設備電力原単位*
(AC kWH
/t-NaOH)

*48%液体苛性ソーダ製造時

取り組み実績：
クロールアルカリ電解設備におけるCO2排出量削減



中長期的な取り組み：
化学品事業におけるGHG排出量削減
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◼ 購入電力の電力排出係数の低下や各拠点での再生可能エネルギーの導入
などにより、GHG排出量の更なる削減を推進

化学品事業におけるGHG排出量*の将来動向イメージ

2019

*Scope 1+2

再エネ活用等 事業拡大

購入電力
排出係数

改善

2030

約3割削減

4.8 MM tons



GHG排出量削減 ロードマップ (Scope1+2)
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◼ 主要な排出源であるガラス溶解プロセスにおける技術革新に加え、
    クロールアルカリ事業の電力源の再生可能エネルギーへの転換、自家火力発電
    でのバイオマス燃料の活用により、目標を達成する計画

GHG排出量削減 ロードマップ (Scope1+2)

2019 2030 2050

・ガラス溶解プロセスにおける
削減策

・省エネ、再エネ
・燃料転換
・廃熱の有効利用 など

11.4 MM tons

・再エネ
・新技術
(カーボンリサイクル技術など）

   など

ガラス

化学品

電子
・購入電力の再エネ化
・火力発電バイオマス燃料化
・省エネ型電槽転換 など

30%削減

8.0 MM tons



Scope3 内訳

©AGC Inc. 35

◼ 購入した製品・サービスと販売した製品の加工・使用・廃棄のGHG排出量が
全体の6割を占める

電子
電子

Scope3

⚫ 購入した製品・サービス

(カテゴリ1)

⚫ 販売した製品の加工・使用・廃棄

(カテゴリ10-12)

⚫ その他 

 物流・配送など

3,406千t-CO2-e

3,703千t-CO2-e

4,410千t-CO2-e

Scope3 合計 11,519千t-CO2-e
2021年

11,519
千t-CO2-e

(%)

38

30

32



◼Scope1, 2に加え、Scope 3の2030年目標を2022年6月に設定

サプライチェーンも含めたGHG排出量削減の取組みを加速

2030年 マイルストーン（2019年比）

◼ GHG排出量 30%削減

◼ GHG排出量売上高原単位 50%削減
（Scope 1+2排出量）

（Scope 1+2排出量／売上高）

Scope1, Scope2

2020年

2050年に“カーボン・ネットゼロ” 
（Scope 1+2）

調達 製造 販売・物流 使用 廃棄

Scope3

2030年 マイルストーン（2019年比）

◼ GHG排出量 30%削減
（Scope 3排出量のうち、カテゴリ1、10、11、12の合計）

Scope3の削減目標を新たに設定
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サプライチェーン全体のCO2排出量の把握と対策に課題

CDP サプライチェーンプログラム

フェーズ１

フェーズ2

フェーズ3

アンケートによるエンゲージメント

目標KPIの設定と対応

成果の確認・改善

■CDPサプライチェーンプログラムに参画

・サプライチェーン品目別排出量の把握精度向上

・他企業の削減取り組み事例の把握 など

■サプライヤーエンゲージメント活動の強化

・定期的なアンケート実施により、サプライヤーと問題意識を共有、実態の把握に

 努め、サプライチェーン全体での削減を目指す

Scope3の主な取り組み：サプライヤーエンゲージメント



Scope3 GHG排出量削減ロードマップ
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2019 2030

当社グループ Scope3 GHG排出量

◼ サプライヤーエンゲージメント活動の強化や、地球温暖化係数の高い代替フロン
製品の縮小などにより、目標を達成する計画

9.6 MM tons*

*Scope 3排出量のうち、カテゴリ1、10、11、12の合計

30%削減

購入製品・サービス

販売した製品の加工・使用・廃棄

その他
物流・配送など

6.7 MM tons*
サプライヤーエンゲージメント
活動の強化 など

地球温暖化係数の高い
代替フロン製品の縮小 など



2. 気候変動問題への取り組み

◼これまでの歩みと体制

◼事業ポートフォリオ変革

◼気候変動問題への対応

◼GHG削減への対応

◼GHG削減への貢献
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機会への取り組み：環境負荷を低減する製品開発等

◼製品ライフサイクル全体の環境負荷低減を目指し、製品開発等を推進

*Life Cycle Assessment：ISOによる環境マネジメントの国際規格で定められ、製品・サービスのライフサイクル全体／一部における環境負荷を定量的に評価する手法

・フロート板ガラス
（リサイクル原料使用製品、
薄板化）

・Low-E複層ガラス
・コーティングガラス
・建材一体型太陽電池
モジュール

・薄板ガラス(化学強化ガラス)
・自動車用ガラス など など

・ディスプレイ用ガラス
（リサイクル原料使用製品）
・太陽電池用TCO基板
・太陽電池カバーガラス
・光学関連部材
・高速通信用部材
・高出力LED用ガラス
セラミックス基板 など

・低環境負荷型冷媒・溶剤
・燃料電池用部材
・フッ素樹脂
・塗料用フッ素樹脂
・太陽電池保護用フッ素樹脂
フィルム

など

・耐火物
（リサイクル原料使用製品）
・超断熱セラミックス炉壁
・バイオマス発電ボイラー
用 耐火物・エンジニアリング

など

ガラス 電子 化学品 セラミックス

これまでの環境負荷低減の取り組み

• 2020年に年間CO2排出量の6倍を省エネ・創エネ製品で削減することを目指し、概ね達成

• 今後はLCA手法*を含めた評価手法の洗練化と新たな経営目標設定を行う
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当社全保有特許の
約10％

機会への取り組み：ルール形成への参画等

◼サステナブルな社会の実現に向けたルール形成に取り組む

*1 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルディング）：消費する一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物
*2 環境負荷の削減効果を持つ評価対象製品のライフサイクル全体において、当製品による温室効果ガス排出量の削減分を定量化したもの
*3 SDGs目標(7、12、13)に対するもので、保有特許のSDGs目標ごとの分類は、LexisNexis社の特許解析ツール「PatentSight」により実施
*4 2022年6月時点で595件、登録済みおよび登録手続き中の特許（ファミリ－）を指す
*5 グリーンビルディング認証

ZEB*1を実現するための方法論 ISO(国際標準化機構)における技術仕様書の発行に貢献

ISOにおけるサーキュラーエコノミーの標準化 製品のリサイクル性などの指標等を開発し、資源の有効活用に貢献

IEC(国際電気標準会議)における削減貢献量*2の標準化 製品ライフサイクル全体を通したGHG削減に貢献

＜具体例＞

◼ 低炭素社会に貢献するSDGs目標に分類*3される
保有特許*4 は、当社全保有特許の約10%

◼ 環境商品に対する第三者認証の取得も推進
      ＡＧＣガラス・ヨーロッパ社による合わせガラス製品の「Cradle to Cradle™認証」の取得、 

「LEED*5」のクレジット付与
（2010年、板ガラスとコーティングガラスの分野では欧州初）
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ガラス事業の取り組み ：建物のエネルギー消費効率の向上(1)

42©AGC Inc.*一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会 平成11年省エネ基準レベルの断熱性能の住宅での試算例をもとに作成

◼ 脱炭素への取り組みにおいて、建物におけるエネルギー消費効率の向上が課題

◼ 建物のエネルギー消費効率向上には建物からの熱の流出／流入を削減することが
求められ、開口部にある窓ガラスの高機能化が重要

 熱移動の主要因である開口部（窓）の遮熱・断熱性能の向上が鍵

冬（暖房時）

熱が逃げる割合

冬（暖房時） 夏（冷房時）

73％58％開口部 開口部

外熱が入り込む割合

換気15％

外壁15％

換気6％

外壁7％

屋根11％屋根5％

床7％ 床3％

住宅における熱移動*



ガラス事業の取り組み ： 建物のエネルギー消費効率の向上(2)

窓ガラスの断熱性能の進化

◼ これまでも断熱性能のより高い製品を開発・販売、更なる向上に取り組み、
建物のCO2排出量削減に貢献

*2 3㍉のフロートガラス     *3中空層12ミリの透明複層ガラス

熱貫流率

内外温度差1℃で1時間・
1㎡あたりに通過する熱量

6.0

熱貫流率
[W//m2・K]

Low-E

複層ガラス

（ガス入り）

1枚ガラス*2

*1 3㍉のフロートガラスとLow-E複層ガラス(ガス入り)での熱貫流率での比較

2.9

1.7
1.2

0.6

Low-E

複層ガラス

（ガス無し）

複層ガラス*3

現在1980年～

Low-E

トリプルガラス

（ガス入り）

◼ 最先端のLow-E複層ガラスは、1枚ガラスと比較して約90%熱の移動を抑制*1、
優れた断熱効果があり、環境に貢献する製品として注目されている
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ガラス事業の取り組み ：製品開発

BIPV* Lowカーボンガラス

製品ライフサイクルにおけるGHG排出量を大幅に低減

*Building Integrated Photovoltaics

ガラス間に発電セルを封入した建材一体型太陽電池

：GHG排出量削減に貢献する製品 ：循環型社会に貢献する製品 ：GHG排出量を削減した製品

サーモクライン®

ＡＧＣ独自開発の
封着材（ブチル）のみ

ＡＧＣ独自開発の材料を使用、高耐久・高寿命・
高断熱性に加え、リサイクルの簡易化を実現

真空断熱ガラス「FINEOTM」

世界最高クラスの断熱性能と高耐久性を実現
欧州のリノベーション需要に対応

◼ 環境負荷低減に貢献する新製品を継続的に開発
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ガラス事業の取り組み：まとめ

◼真空断熱ガラス、建材一体型太陽電池など、環境対応型新製品を多数開発

◼欧州事業では製品使用時に製造時排出量の10倍*のCO2排出削減に貢献

* 欧州建築用ガラス事業実績

製造時排出
CO2

1
10

製品での
CO2排出削減貢献
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化学品事業の取り組み：環境対応型次世代冷媒・溶剤の普及

◼ 地球温暖化係数（GWP*）が小さい環境対応型次世代新冷媒・溶剤を販売

◼ 地球温暖化防止に貢献

カーエアコン用冷媒ターゲット市場**

AMOLEA® 1234yf

1,430

1以下

R134a***

GWP

*GWP(Global Warming Potential )とはCO2の何倍の温室効果があるかを表す係数

R245fa*** AMOLEA® 1224yd

1,030

GWP

1以下

ターボ式冷凍機用冷媒

***既存品**2020年当社推定 ©AGC Inc. 46
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化学品事業の取り組み：水素社会実現に貢献

◼ 水素社会実現に向けた燃料電池車の普及により、燃料電池用フッ素系電解質
ポリマー需要拡大が加速

◼ 高発電性能と高耐久性を両立させ、圧倒的No.1ポジション

*IHSデータを元に作成



気候変動対応全体への今後の投資計画

◼気候変動対応に向け、2025年までの5年間で1,000億円*以上投資

* :R&D費用は含まず

気候変動対応に関連する累計投資額（計画）

<自社のGHG排出削減を目的とした投資>

・フロートガラス溶解窯における
GHG排出量削減

・電力源の再生可能エネルギーへの転換

など

<GHG排出削減貢献製品拡販のための投資＞

・省エネ
・次世代エネルギー
・低GHG排出

など

©AGC Inc. 48

2021-2025年

1,000億円以上
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3. 最後に



長期経営戦略 2030年のありたい姿
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独自の素材・ソリューションの提供を通じて

サステナブルな社会の実現に貢献するとともに

継続的に成長・進化する

エクセレントカンパニーでありたい
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4. Appendix



AGCグループの価値創造モデル
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創出したい「社会的価値」の特定プロセス
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気候変動問題への取り組み(1)： 省エネガラス製造技術

◼業界リーダーとして、世界トップレベルの省エネガラス製造技術を開発・導入

◼カーボンネットゼロに向けて、カーボンフリーなアンモニア燃焼など最先端生産
技術開発を推進

©AGC Inc. 54

バーナー

空気燃焼から酸素燃焼方式へ転換
アンモニア燃焼の実証試験開始

電気ブースター セラミックス

省エネガラス製造技術 アンモニア燃焼技術開発

アンモニア
• 燃焼時にCO2を生成しない
• 貯蔵性・輸送性高い
• 広く流通

天然ガスや重油での燃焼 ⇒ アンモニア燃焼へ

NEDO委託事業へ採択

ガラス溶解炉への本格導入を目指す



気候変動問題への取り組み(2)：再エネの活用
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900 枚のソーラーパネルを導入し、ニアリー ゼロ・エネルギービル
ディング実現した ベルギー本社

風力発電設備を導入したSeneffe 工場

◼ 建築用ガラス(欧米)の本社や工場への電力供給にソーラーパネルや
風力発電を活用
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気候変動問題への取り組み(3)：化学品関連

環境対応型新冷媒・溶剤 

AMOLEA® シリーズ

⚫GHG排出削減に貢献する製品、技術の

開発推進

⚫東南アジア地域における、

マングローブ植林活動、

サンゴ礁保護活動の積極推進

⚫事業そのものだけではなく、

原料調達・製造・物流・販売・廃棄までの

ライフサイクル全体から発生する

GHG排出量削減への貢献

燃料電池用電解質ポリマー溶液

FORBLUETM iシリーズ

施設園芸用フッ素樹脂フィルム 

エフクリーン®

アサヒマス・ケミカル社

マングローブ植林プロジェクト

キックオフセレモニー（2021.12.22）



製品・技術、企業活動を通じて、社会的価値を創出
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安全・快適な
都市インフラの
実現への貢献

安心・健康な
暮らしの実現

への貢献

持続可能な
地球環境の実現

への貢献

社会的価値

事業

・Low-E複層ガラス
・防災・安全合わせガラス
・建物窓取付アンテナ
・自動車用ガラス
・車載用カバーガラス
・遮音合わせガラス
・調光ガラス
・自動車用ガラスアンテナ
・HUD部材 など

・Low-E複層ガラス
・自動車用UVカットガラス

 など

・ディスプレイ用ガラス
・車載センシング・レーダー
用部材

・半導体製製造用部材
・高速通信用部材
・AR/MRグラス向けガラス基板

など

・医療用モニター
ディスプレイ用ガラス

・高速通信用部材
・理化学実験用ガラス器具
・組織培養製品

など

・塩ビ
・苛性ソーダ
・次亜塩素酸ソーダ
・重曹

など

・医薬品原体・中間体
・農薬原体・中間体
・施設園芸用フッ素樹脂フィルム
・水処理用高機能膜
・重曹（人工透析用輸液）

など

・工業炉向け耐火物・
エンジニアリング

・ごみ焼却炉用耐火物・
エンジニアリング

など

・フロート板ガラス
（リサイクル原料使用製品、
薄板化）

・Low-E複層ガラス
・コーティングガラス
・建材一体型太陽電池
モジュール

・薄板ガラス(化学強化ガラス)
・自動車用ガラス など など

・ディスプレイ用ガラス
（リサイクル原料使用製品）
・太陽電池用TCO基板
・太陽電池カバーガラス
・光学関連部材
・高速通信用部材
・高出力LED用ガラス
セラミックス基板 など

・低環境負荷型冷媒・溶剤
・燃料電池用部材
・フッ素樹脂
・塗料用フッ素樹脂
・太陽電池保護用フッ素樹脂
フィルム

など

・耐火物
（リサイクル原料使用製品）
・超断熱セラミックス炉壁
・バイオマス発電ボイラー
用 耐火物・エンジニアリング

など

ガラス 電子 化学品 セラミックス



製品を通じた社会的価値創出例：自動車用ガラス
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⚫ 太陽光線のうち、最も熱さを感じやすい中赤外線を
効率的にカットし、直射日光によるジリジリ感を低減

⚫ 車内の温度上昇を抑え、快適性や燃費を向上

⚫ お肌の老化の原因となる紫外線も、約９９％カット

⚫ 電波を透過

中間膜にIR(赤外線)カット剤を練り
こみ、IRを効果的にカット

紫外線 可視光線 近赤外線 中赤外線

太陽光線透過率比較

赤外線と紫外線の両方をカットし、さらに快適な車内を実現

クールベール®



コーポレートガバナンス体制
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◼ 2002年より取締役会の経営監視機能の強化に取り組む。
・取締役会７名のうち、３名が独立性の高い社外取締役
・任意の諮問機関として「指名委員会」「報酬委員会」を設置、過半数を社外取締役に

社内監査役
社内取締役

会長
島村 琢哉

CEO
平井 良典

CFO
宮地 伸二

CTO
倉田 英之

独立社外監査役

独立社外取締役

報酬委員会委員長
手代木 功

取締役会議長
柳 弘之

指名委員会委員長
本田 桂子

常勤監査役
竜野 哲夫

常勤監査役
監査役会議長

森本 芳之

非常勤監査役
石塚 達郎

非常勤監査役
竹岡 八重子

：独立性が確保された社外取締役又は社外監査役

監査役会 4名 取締役会 7名 指名委員会 5名

会計監査人

カンパニー／SBU（戦略事業単位）

報酬委員会 5名

経
営
執
行
機
能

相
互
に
連
携

サステナビリティ委員会

経営会議

CEO

報
告

報告

株主総会
経
営
監
視
機
能

CFO CTO
兼 CCO

社外取締役
(３名)

委員長

社内取締役
(２名)

社外取締役
(３名)

委員長

社内取締役
(２名)

社外監査役
(３名)

社内監査役
(１名)

社外取締役
(３名)

議長

会長

：社内出身の取締役又は監査役

コンプライアンス委員会

情報管理協議会

安全保障貿易管理本部

監査部
グループ
コーポレート

執行役員 コ
ー
ポ
レ
ー
ト
機
能

事
業
執
行
機
能



社外からの評価

FTSE4Good Index Seriesに選定

FTSE Blossom Japan Indexに選定

CDP Climate Change Aー 評価

「第５回日経スマートワーク経営調査」4星の格付けを獲得

女性活躍推進に優れた企業を選定する「なでしこ銘柄」に昨年選定

「健康経営優良法人2022ホワイト500」に選定

EcoVadisサプライヤー評価で最高ランクを取得
「PLATINUM」：鹿島工場、AGC Pharma Chemicals Europe社
他国内外複数拠点で高評価

Derwent Top 100 グローバル・イノベーター 2022に選定

「DX銘柄2022」に選定
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END

◼ 予測に関する注意事項：

◼ 本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの

行動を勧誘するものではありません。本資料（業績計画を含

む）は、現時点で入手可能な信頼できる情報に基づいて当社が

作成したものでありますが、リスクや不確実性を含んでおり、当社

はその正確性・完全性に関する責任を負いません。

◼ ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願いいたします。本資料

に記載されている見通しや目標数値等に全面的に依存して投資

判断を下すことによって生じ得るいかなる損失に関しても、当社は

責任を負いません。

◼ この資料の著作権はAGC株式会社に帰属します。

◼ いかなる理由によっても、当社に許可無く資料を複製・配布する

ことを禁じます。
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